
■改善効果
●従来のシステムと比較して
　・年間一次エネルギー使用量：58.7％低減
　・年間エネルギー費用：62.7％低減
　・年間CO₂排出量：64.9％低減※

■設備概要
●空冷ヒートポンプチラー（更新）
　116.8kW×13台【冷却専用】69.8kW×8台【年間加熱型】
●ドライフォグ加湿システム（新設）
　383.4kg/h×1台【ドライフォグユニット】
　30kW×1台【コンプレッサー】
●プレート熱交換器（新設）
　392kW×1台
●水冷チラー・冷却塔（撤去）
　300HP×2台【水冷チラー】300RT×2台【冷却塔】
●重油焚き蒸気ボイラー（撤去）
　1t×2台

※ 電力のCO₂排出係数：0.440㎏-CO₂/kWh
　 A重油のCO₂排出係数：2.71㎏-CO₂/ℓ
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　この施設は、スーパーマーケットがメインのテナントとなる大型商業施設ですが、空調改修に際し、「省エネかつ災害
に強い施設」をコンセプトにZEB化を目指すこととなりました。改修前の空調はガス式ヒートポンプ（GHP）でしたが、
修繕費用が嵩んでいたこともあり、ZEB化改修に合わせて高効率な寒冷地向け電気式ヒートポンプ（EHP）に全面更新し
ました。その他、地中熱を利用したクール・ヒートトレンチシステムや太陽熱給湯等も導入し、結果としてZEB Readyを
達成しました。改修後はテナント従業員の省エネ意識が向上したこともあり、運用時でも設計値以上の省エネを達成して
います。

■改善効果
●非住宅建築物に関する省エネルギー基準に準拠
したプログラムの基準値と比較して
　・年間一次エネルギー使用量：65%低減
　・年間CO₂排出量：65%低減※

■設備概要
●ビル用マルチエアコン（更新）
　・22.4kW×3台　・28.0kW×4台　
　・33.5kW×4台　・40.0kW×3台　
　・45.0kW×3台　・56.0kW×13台　
　・63.0kW×5台
●店舗用パッケージエアコン（更新）
　・5.6kW×2台　・14.0kW×5台　
　・25.0kW×3台

※ 電力のCO₂排出係数：0.440㎏-CO₂/kWh
　 LPGのCO₂排出係数：3.00㎏-CO₂/㎏

※ 電力のCO₂排出係数：0.440kg-CO₂/kWh
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　この工場では、ペットボトル飲料の生産を行っています。ペットボトルへ低温充填した飲料をパストライザー内で、温水
シャワーにより加熱殺菌後、冷水シャワーにて規定温度まで冷却しています。
　従来、パストライザーでは、加熱にボイラからの蒸気、冷却に冷凍機からの冷水を利用していますが、同設備は生産工程
の中でもエネルギー使用量が多いことが課題でした。
　そこで今回、熱回収ヒートポンプを導入して冷却時の排熱を温水加熱に有効利用するようにした結果、蒸気の消費量が
低減され、省エネルギーとコストの削減を実現することができました。

■改善効果
●従来のシステムと比較して
　・年間一次エネルギー使用量：20.7％低減
　・年間エネルギー費用：21.6％低減
　・年間CO₂排出量：21.7％低減※

■設備概要
●熱回収ヒートポンプ （新設）
　・加熱能力：155kW
　・冷却能力：109kW
　・消費電力： 46kW

※ 電力のCO₂排出係数：0.440kg-CO₂/kWh
　 産業用蒸気のCO₂排出係数：0.06kg-CO₂/MJ
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　この学校施設では、コロナ対策として換気量増大を図るにあたり、快適性と省エネの両立を実現する最適空調制御装置
を今回導入しました。本システムは、空調室外機に制御用コンピューターを取り付け、利用状況などに応じて空調室外機
を自動で制御することにより、快適性を維持しながら空調エネルギーの省エネも実現できるもので、更にスマートフォン
やタブレット、パソコンなどのWEB画面から省エネ制御・デマンド制御の制御レベルの変更や、制御状況・省エネ効果
の確認が可能です。この機能を活用して、現場の意見も反映しながらきめ細やかなチューニングを実施し、快適性と省エ
ネの両立を達成しています。

■改善効果
●従来のシステムと比較して
　・年間一次エネルギー使用量：27%低減
　・年間エネルギー費用：27%低減
　・年間CO₂排出量：27%低減※

　・最大需要電力（デマンド）：20%低減
　・契約電力費用：20%低減

■設備概要
●最適空調制御装置：一式（新設）
●空冷式ヒートポンプ：計518kＷ（18台）
＊（　）の台数は、能力が異なる機器の総台数を示す。

検索エンジン（Yahoo！、Googleなど）で 電気有効活用事例 検　索※これまでのパンフレットの事例はこちらのサイトでご覧いただけます。
https://www.denki.or.jp/committee/energysaving 検索エンジン（Yahoo！、Googleなど）で 電気有効活用事例 検　索※これまでのパンフレットの事例はこちらのサイトでご覧いただけます。

https://www.denki.or.jp/committee/energysaving

　この工場では、パワー半導体を生産しています。その中のクリーンルームは、恒温恒湿による空調制御が求められ、夏場
の除湿・冷房、冬場の加湿・暖房において大量のエネルギーを消費しており、省エネ・コスト削減・CO₂削減が課題でした。
　そこで今回、環境省の補助金を活用して、空調方式を従来の水冷チラーと重油焚き蒸気ボイラーから空冷ヒートポンプ
チラーとドライフォグ加湿システムに更新し、また生産設備冷却水の排熱を外気の予熱や再熱に利用したことにより、大幅
な省エネ・コスト削減・CO₂削減を実現しました。
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※ 空調使用電力量や削減電力量、
　 建物全体電力量、CO2削減量等を確認可能
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※ 省エネ制御・デマンド制御それぞれ４段階で制御可能

最適空調制御装置

★省エネ制御イメージ★
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予熱コイル搭載
外気処理空調機

空冷ヒート
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床下ピットの
ドライフォグ
による加湿


